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Abstract: 

Some elderly and/or disabled persons using 
canes have experience to fall down because of a 
slip of their canes. We have developed a new cane 
tip which has a color layer to indicate the 
exhausted condition of the rubber cane tip. 
 We evaluate them through some user’s test in 
this year. 
 
１ はじめに 

 

高齢者の転倒を防止し、歩行中の身体への負担を

軽減するため、杖の役割はますます重要なものとな

っている。杖は、高齢者や障害者の移動を助けるも

のであるが、杖をついた時に滑るようなことがある

と、非常に危険となる。杖が滑るのは、路面が非常

に滑りやすい状態の場合もあるが、杖先ゴムがすり

減って滑りやすくなっていることが原因であること

も少なくない。本研究では、従来は黒かあるいは茶

一色であったつえ先ゴムに対し、ゴムを多層として

それぞれに別の色を付け、路面と接する層が減った

ら分かるようにしたアイデアを基に、新たな杖先ゴ

ムの開発を行ったので報告する。 

 
２ 杖先ゴムの開発 

 

介助者などまわりの人が杖先ゴムのすり減った

状態に気付いて使用者に知らせることができればよ

いが、実際はほとんど気がつかないことが多い。そ

こで、杖先ゴムの減った状態を外観から分かるよう

にすれば、使用者に杖の減っている状態を知らせる

ことができると考えたのが今回のアイデアである。

さらに、カラフルな色彩を用いることで、ファッシ

ョン性も向上する。また、今回製作にあたっては、

摩耗性能などに優れた合成ゴムを使用し、耐久性の

向上もはかった。図１には開発した杖先ゴムの実際

の試用スナップを、図２には様々な杖と杖先ゴムの

組み合わせパターンを示す。約１ヶ月、15名の使用

者に対しフィールドテストを実施した。テスト結果

のポイントは次のとおり。①すり減り：50％同じ、3

3％減りにくい、②濡れた床での滑り：86％滑りにく

い、③デザイン(形)：86％このままで良い、④重さ：

71％気にならない、⑤従来との比較：滑りにくく安

定感があり次回購入したい、カラフルおしゃれで次

回購入したい、先ゴムがすり減りが分かるので安心、

など。 

試用テストは現在も実施中で、市販化を目指して

研究を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 開発した先ゴムの使用例 

Fig.1 User who use a new rubber tip 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 様々なバリエーション 

Fig.2 Variety of new rubber tips 

 


